
1 KOBAYASHI 2023.7.15

試験職種・
採用予定

●受付期間　  令和５年７月 20 日（木曜）～８月 10 日（木曜）

●試験日程 第１次試験
【日時】　９月 17 日（日曜）
【会場】　中央公民館

第２次試験
【日時】　10 月 14 日（土曜）、15 日（日曜）
【会場】　１次試験合格通知と併せて通知

※上記にかかわらず、日本国籍を有しない人や、その他地方公務員法の規定による欠格事
　項に該当する人は受験できません

・事務職（A・B）…６名程度　　・土木技師…２名程度
・建築技師…１名程度 ※希望する職種のいずれか一つのみ受験できます

・事務職（A・B）…６名程度　　・土木技師…２名程度
・建築技師…１名程度

●申・問＝総務課　℡ 0984‐23‐0469

小林市職員募集！

●受験資格 昭和６３年４月２日～平成１４年４月１日までに生まれた人
※学歴は問いません。
※第１次試験は、大卒程度で実施します

平成１４年４月２日～平成１８年４月１日までに生まれた人
※学歴は問いません。　
※第１次試験は、高卒程度で実施します

昭和６３年４月２日から平成１８年４月１日までに生まれた人で、
土木・建築それぞれに関する専門課程を卒業（修了）した人か、令
和５年度において卒業（修了）見込みの人　
※第１次試験は、事務職 A・B に準じて実施します

土木技師

建築技師

事務職 A

事務職 B

申込方法など
詳細は市ホー
ムページで確
認ください↓



  

本
市
の
振
興
発
展
や
市
民
生
活
の

向
上
な
ど
に
多
年
尽
力
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
人
を
表
彰
し
ま
す
。

◆
部
門

①
地
方
自
治
、
②
産
業
経
済
、

③
教
育
・
芸
術
・
体
育
・
文
化
、

④
公
共
福
祉
、
⑤
市
民
生
活

◆
主
な
選
考
基
準　

▼
30
年
以
上
の
功
績
を
有
す
る
人

　

た
だ
し
、
特
例
的
な
も
の
は
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
刑
罰
を
受
け
た
者
、
重
大
な
交

通
事
故
違
反
者
な
ど
は
、
候
補
者

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◆
推
薦
方
法

　

所
定
の
功
績
調
書
・
履
歴
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
企
画

政
策
課
、須
木
庁
舎
地
域
振
興
課
、

野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

◆
締
切　

８
月
14
日
（
月
曜
）

◆
表
彰
式
開
催
日

　

11
月
３
日
（
金
曜
）
文
化
の
日

●
申
・
問
・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
３
４
７
０

◆
対
象
種
目

　

コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ア
ノ
、
吹
奏
楽
、

管
弦
楽
、
箏
、
三
味
線
、
民
謡
、

大
正
琴
、
詩
吟
な
ど
、
カ
ラ
オ
ケ

以
外
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

◆
演
奏
時
間
（
曲
間
含
む
）

  
団
体
７
分
以
内
、
個
人
５
分
以
内

　

◆
開
催
日

　

10
月
29
日
（
日
曜
）

　

13
時
～
（
開
場
12
時
30
分
～
）

◆
対
象
種
目

　

日
本
舞
踊
、
剣
詩
舞
、
民
舞
な

ど
の
邦
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ

レ
エ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
の
洋

舞
踊

◆
演
奏
時
間　

８
分
以
内

◆
開
催
日　

11
月
５
日 （
日
曜
）

　

13
時
30
分
～
（
開
場
13
時
～
）

※
出
演
希
望
者
は
音
源
（
Ｃ
Ｄ
、

　

テ
ー
プ
）
が
必
要
で
す

◆
対
象

  

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
か
、

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
団
体

◆
申
込
書
提
出
先

　

文
化
会
館
に
直
接
か
FAX
で
提
出

※
申
込
書
は
文
化
会
館
、
野
尻
庁

　

舎
地
域
振
興
課
、
須
木
庁
舎
住

　

民
生
活
課
で
入
手
で
き
ま
す

◆
募
集
期
間　

８
月
１
日（
火
曜
）

　

～
８
月
31
日
（
木
曜
）　

17
時

◆
注
意
事
項

▼
出
演
は
、
１
種
目
に
つ
き
１
人

１
回
。
伴
奏
者
は
除
き
ま
す
。

▼
出
演
の
決
定
、
説
明
会
の
日
程

に
つ
い
て
は
、後
日
通
知
し
ま
す
。

●
申
・
問
・
文
化
会
館

　

℡
23
‐
７
４
０
０

23
‐
７
９
５
５

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
と
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
意
思
疎
通
を

図
る
た
め
の
「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆

記
」
の
養
成
講
座
で
す
。

◆
開
催
期
間　

７
月
30
日（
日
曜
）

　

～
令
和
６
年
３
月
ま
で

▼
毎
月
第
１
、
第
３
金
曜

　

19
時
～
21
時
ま
で

▼
毎
月
第
２
日
曜

　

10
時
～
15
時
ま
で

※
金
曜
の
み
、
日
曜
の
み
の
参
加

　

も
可
能
で
す

◆
開
講
日　

７
月
30
日
（
日
曜
）

　

10
時
～

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
資
格

　

市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き

る
人

◆
受
講
料　

無
料

●
申
・
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

大
切
な
人
の
命
を
守
る
知
識
と

技
術
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

８
月
26
日
（
土
曜
）

　

９
時
～
17
時

◆
内
容

　

手
当
の
基
本
、
人
工
呼
吸
や
胸

骨
圧
迫
の
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
、

気
道
異
物
除
去
の
方
法
な
ど

◆
費
用　

１
５
０
０
円

◆
日
時　

８
月
27
日
（
日
曜
）、

　

９
月
３
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
17
時

◆
内
容

　

日
常
生
活
で
の
事
故
防
止
や
急

病
の
手
当
、
け
が
の
手
当
、
災
害

時
の
心
得
な
ど

◆
費
用　

１
８
０
０
円

◆
対
象

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

別
館
２
階
和
室

◆
定
員　

ど
ち
ら
も
20
人

◆
申
込
締
切　

８
月
18
日（
金
曜
）

●
申
・
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇

な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

８
月
５
日
（
土
曜
）

　

11
時
～
11
時
30
分

◆
語
り
手　

お
は
な
し
の
玉
手
箱

　
「
ぴ
ー
く
ら
ぶ
」

◆
内
容

　

お
た
の
し
み
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

※
小
学
校
低
学
年
以
下
向
け
で
す

◆
場
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
２
階　

◆
定
員　

20
人
（
予
約
不
要
）

◆
費
用　

無
料

●
問

・
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
２
階

　

交
流
ス
ペ
ー
ス

　

℡
22
‐
１
０
７
６

◆
日
程
・
内
容

　

８
月
22
日
（
火
曜
）

　

防
災
知
識
あ
れ
こ
れ

　

８
月
29
日
（
火
曜
）

　

災
害
時
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

◆
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
参
加
費　

無
料

※
８
月
29
日
は
別
途
材
料
費
必
要

◆
定
員　

16
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
締
切　

８
月
10
日（
木
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
方
法

　

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
み

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

◆
日
程

　

８
月
23
日
（
水
曜
）、
９
月
６

日
（
水
曜
）、９
月
20
日
（
水
曜
）、

10
月
５
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　

描
き
た
い
物
を
気
軽
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
水
彩
絵
の

具
の
使
い
方
、色
の
作
り
方
か
ら
。

◆
参
加
費　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
費
必
要

◆
定
員　

12
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
締
切　

８
月
８
日（
火
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
方
法

　

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
み

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家

族
な
ど
を
対
象
に
、
専
門
員
が
相

談
に
対
す
る
情
報
提
供
や
助
言
を

行
い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で

す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
28
日
（
金
曜
）

　

10
時
～
15
時

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
費
用　

無
料

◆
そ
の
他

　

障
が
い
の
種
別
や
診
断
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。

●
問

・
に
し
も
ろ
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

　

℡
22
‐
２
３
７
３

22
‐
２
３
５
８

info@
n-kikansoudan.net

　

介
護
を
し
て
い
る
人
と
介
護
経

験
や
悩
み
な
ど
を
出
し
合
い
、
語

り
合
う
集
い
で
す
。
予
約
不
要
で

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時 　

８
月
５
日
（
土
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時

※
８
月
は
第
１
土
曜
日
の
開
催
と

　

な
り
ま
す

◆
場
所

  

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　

集
い

◆
参
加
費　

無
料

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

・
小
林
市
西
部
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

℡
27
‐
２
５
５
２

２０２3 年　　７月 15 日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

２

市
民
音
楽
祭
・
芸
能
祭

の
出
演
者
を
募
集

講
座
・
催
し

中
央
公
民
館
講
座

防
災
講
座

て
な
む
お
は
な
し
ひ
ろ

ば
を
開
催
し
ま
す

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

初
め
て
の
水
彩
画
講
座

ひきこもり家族会
ひきこもりで悩む家族が気軽に交流できる場で
す。安心して互いに語り合い、一息つきませんか。

◆日時
　８月 20 日（日曜）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
◆場所  市社会福祉センター別館第１会議室
◆内容　情報提供、懇談会
◆対象　当事者家族、経験者、支援者

不登校親の会準備会
ひとりで抱え込んでいませんか。不登校の子ども
を持つ保護者がひと息つける場所を作りました。
互いに語り合い、情報の交換をしてみませんか。

◆日時
　８月 20 日（日曜）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
◆場所  市社会福祉センター別館第２会議室
◆内容　情報提供、懇談会
◆対象　当事者家族、経験者、支援者

●問＝小林市社会福祉協議会　℡ 23‐3466

◆日時
　８月 20 日（日曜）　13 時 30 分～ 16 時
◆場所　市社会福祉センター別館２階和室
◆対象
　社会の中で生きづらさを感じている人

ひきこもりなど、生きづらさを抱えて立ち止まっ
ている人、家族以外とのつながりが乏しい人など
のための、家以外の安心安全な居場所に参加しま
せんか。まずは来られる時間に参加してください。

居場所「まる灯」

※各種講座は定員に満たない場合、締切後も受け付けることがあります。気軽に問い合わせ下さい３ KOBAYASHI 2023.7.15

２０２3 年　７  月 15 日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

音
楽
祭

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

赤
十
字
救
急
員
養
成
講
習

共
通
事
項

芸
能
祭

共
通
事
項

募　

集

パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ

カ
ー
養
成
講
座

小
林
市
市
民
表
彰

候
補
者
の
推
薦
受
付

赤
十
字
救
急
法
基
礎
・

救
急
員
養
成
講
習
開
催

　下水道・農業集落排水のポンプ施設で、下着やタオル、除菌シ
ート、オムツ、生理用品など異物が詰まり停止する事例が多数発
生しています。異物を取り除き、正常運転させるためのポンプ清
掃には多額の費用が必要です。
　下水道・農業集落排水は、使用者が負担している使用料金で、
管理維持を行ってるため、故障や清掃などが増加すると、将来的
に下水道・農業集落排水の料金引き上げに繋がる恐れがあります。
　下水道・農業集落排水は正しく使用しましょう。
●問・上下水道課　℡ 23‐０３１２

下水道・農業集落排水にごみを流さないで

保
健
・
福
祉

障
が
い
者
巡
回
相
談
会

FAXMail FAX家
族
介
護
者
の
集
い



　

地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
し
、
お
茶
や
話

を
し
た
り
、
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を

し
て
交
流
を
深
め
る
場
で
す
。

◆
参
加
費　

無
料

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

・
社
会
福
祉
協
議
会
須
木
支
所

　

℡
48
‐
２
０
７
３

・
小
林
市
西
部
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

℡
27
‐
２
５
５
２

　

市
内
農
畜
産
物
を
活
用
し
た
商

品
開
発
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、

販
路
開
拓
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

◆
申
請
期
間　

随
時　

◆
支
援
額
（
上
限
30
万
円
）

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

◆
申
請
条
件

・
認
定
農
業
者
か
国
の
総
合
化
事

業
計
画
の
認
定
者
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
見
込
み
が
あ
る
人

・
市
内
産
の
農
畜
産
物
を
活
用
し

た
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
こ
と

※
原
則
、
機
械
な
ど
の
購
入
費
は

　

対
象
外
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◆　- カフェ開催一覧（須木総合ふるさとセンターは前日までに要予約）ｅ
時　間

小林

地区

須木

日　程 場　所

細野小学校まちづくり
協議会内会議室10 時～ 11 時８月 16 日（水曜）

須木総合ふるさと
センター

10 時
～ 11 時 30 分８月 23 日（水曜）

13 時 30 分
～ 14 時 30 分８月９日（水曜） 市社会福祉センター

別館第１会議室

野尻 14 時
～ 15 時 30 分８月 23 日（水曜） 茶のん場ふもと（東麓）

永田館10 時
～ 11 時 30 分

８月２日（水曜）
８月 16 日（水曜）
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２０２3 年　　７月 15 日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

サンカクだより

性別による「らしさ」より「あなたらしさ」
●問＝市民課　℡ 23‐1141

寄稿：宮崎県男女共同参画地域推進員　栗
く り や

屋 光
ひかり

案　

内

総合運動公園市営プール（屋外プール）
●期間：７月 25 日～８月
25 日●時間：10 時～ 12 時、
13 時～ 17 時●料金：大人
419 円、 小 中 高 生 210 円、
未就学児 105 円●問：市営
プール（℡ 21‐0577）

※スイムキャップ着用／ボール・浮き輪など使用禁止
※未就学児は保護者もプール内に付き添う必要があります

のじりこぴあ ●期間：７月 22 日～８月
31 日●時間：10 時～ 17 時
●料金：大人 500 円、小中
学生 300 円、幼児（3 歳以
上）200 円、見学 200 円●
問：のじりこぴあ（℡ 44‐
3000）

すきむら河川プール ●期間：７月 22 日～８月
20 日●時間：10 時～ 16 時
●料金：無料●注意：晴れ
ていても、河川状況により
中止の場合があります。●
問：須木庁舎地域振興課（℡
48‐3131）

お 出 か け 情 報vol.2

　よく聞かれる「男らしい」「女らしい」という言葉。ほ
め言葉として使われることもありますが、一般的にどんな
イメージを持つことが多いでしょうか。例えば「たくまし
さ」や「頼もしさ」は男性、「細やかさ」や「家庭的」な
のは女性に期待されることが多いですね。こどもの持ち物
で男の子には青、女の子にはピンクを与える…等々、それ
こそが社会的につくられた性別＝ジェンダーと言われるも
のですが、私たちは無意識にジェンダーによる生き方を選
び、結果的にそれが生きづらさの根源になっている場合が
少なくありません。しかし、最近は性別を超えて多様性が
大切にされるようになってきました。
  また、当事者団体が地道な活動を続けてこられ、性的少
数者の方々への理解が県内でも進みつつあります。小林市
でも待ち望まれていた「パートナーシップ宣誓制度」が導
入されました。この、性の多様性を含む大きな性教育の流
れは「包括的セクシュアリティ教育」と呼ばれ、科学的根
拠に基づいたガイダンスが世界各地で活用されているよう
です。「世界～」と言うと壮大な感じがしてしまいますが、
これからの時代、こどもたちが多様な学びを保障され、性
別に関わらず「自分らしさ」を大切に育てていけることを
切に願います。
　私たち大人も性別による「らしさ」を一旦忘れ、「自分
らしさ」や、身近な人の「その人らしさ」に思いを馳せて
みるのもいいかもしれません。


